2008年2月24日に日本海で発生した高波の調査 by 阿部 邦昭
2008年2月24日に日本海で発生した高波の調査
著者 阿部 邦昭
雑誌名 日本歯科大学紀要. 一般教育系
巻 38
ページ 17-21
発行年 2009-03-20
URL http://doi.org/10.14983/00000647
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
2008年2月24日に日本海で発生した高波の調査
Field surveys of storm surge generated in the Japan Sea on 24 February 2008. 
日本歯科大学新潟短期大学阿部邦昭
Kuniaki ABE 
Junior College at Niigata， Nippon Dental University 
(2008年 1月27日受理)
Abstract 
High water wave， being accompanied with a low atmospheric pressure， invaded inhabiting 
areas of Toyama prefecture and Sado Island in Japan on February 24， 2008. We carried out 
field surveys in these two areas on March 8 and March 21-22， 2008. A maximum water 
level was measured for each inhabiting area and the related information was collected in the 
survey. Three places with a high level among the maximum levels were commonly found at 
the roots of capes running out into the open sea including the same topography in the sea 
boUom. This fact suggests that a superposition of refracted wave contributed to the higher 
levels. Since the refraction is explained from long wave， itis conc¥uded that the high wave 
propagated as long wave at the sea shallower than at least 100m. Two maximum levels ob-
served in inhabitant areas having harbors were commonly found at roots of the breakwaters 
outside the harbors. Two great destructions of breakwaters were observed. The former is a 
proof of almost protecting harbors from the invasions but the breakwat巴rsplayed a negative 
role to cause the overflow at the outside of the harbor. The latter is a proof of the imper-
f巴ctprotection. 
Key Words High water wave， maximum level， low atmospheric pressure， field survey， long 
wave 
はじめに
2008年2月23日に日本海の東北日本西部で発生した低気
圧が発達しながら東進して東北日本を横断し， 24日には太
平洋に達した。これに伴って日本海北部では北よりの風が強
まり，波浪が発達した。その影響で富山県入善町とその周辺
の海岸，新潟県佐渡市の 2つの北に張り出した半島の海岸に
高波が押し寄せ，陸上に遡上し，家屋を損壊する等の害を引
き起こした。特に入善町では見回りに出た人が高波の犠牲に
なっている。
この高波の状況を把握するために，同年3月8日に入善町
周辺と 3月21-22日に佐渡市で現地調査を行った。聞き取り
や痕跡をもとに最大水位を測定し，水位が高くなった場所の
特徴を調べた。参考資料として自治体の調べた被害統計，気
象庁による天気図，風の向きと強さの時間推移，検潮記録，
海上保安庁発行の海底地形図等を使用した。
調査の方法
調査は聞き取りや痕跡をもとにして陸上に遡上した部分で
の最大水位の測定，およびその地点の地図上での同定からな
る。最大水位はその時刻での水位からの高さをレベルとスケ
ールで測定した。その後，そのときの水位を近くの検潮所の
水位と同じと仮定して決め，これとの差をとる事で，海抜
Omからの高さに統ーして求めた。参照した検潮所は気象庁
のホームページに搭載されているもので，富山県については
富山検潮所，新潟県については佐渡検潮所である。位置の同
定は国土地理院発行の2万5千分の l地形図によった。
結果
調査した順に地名(括弧は番号で地図と対応)を上げて得
た情報を要約する。
富山県入善町芦崎(J):散歩中の老人に訊く。防潮堤を越え
て流れ込み住宅を損壊させた。防潮堤は道路面から高さ
l.lmである。これがなければ被害はさらに増えたであ
ろうとの事。防潮堤のレベルを最大水位とする。防潮堤
と汀線の聞は磯遊びを考慮、したコンクリートの階段にな
っているが，めくり上がって，乱雑になっている。
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富山県黒部市生地(2):道路を清掃中の男性に訊く。波は堤
防を越して，倉庫を大破した。灯台の下で堤防が北側に
比べ1.2m低くなっている。越流は堤防が低くなってい
るために生じたと考えられる O
佐渡市崎(3):畑で作業中の老人に訊く。神社の南側が浸水
した。堤防と同じレベルで枯れ草を確認した。堤防のレ
ベルを最大水位とする。以下すべて佐渡市。
東強清水 (4):側溝に水による洗堀の痕。側溝のレベルを測
る。
月布施 (5):集落の中間にある家の老人に訊く。後片付けを
したのても残っていないが，道路は水をかぶった。堤防の
高さを川の出口で測る。庭木作業中の人に訊く。床上浸
水した所を教えてもらう。越流した水がたまって水位を
高くしたらしい。
片野尾 (6):車を運転して停車中の男性に訊く。北の集落で
は道路を流れた。金網に付着しているゴミのレベルを測
るO そのレベルは堤防のレベルと同じ。堤防の高さを最
大水位とする。
水津(7):道路で作業中の婦人に訊く。道路には上がったが
家まではこなかった。道路の路面の高さを測る。
道路より海側にある漁協事務所は破壊されている。港
の北側の外洋に面した堤防はちぎれて沈んだり，傾斜し
たりしている。
大川 (8):小屋を修理中の大工に訊く。修理は高波による破
壊のためである。薮の中に残る海藻，発泡スチロールの
レベルを最大水位とする O
羽二生 (9):遊んでいる小学生に訊く。旧道の高さ 30cmま
で上がったが家まではこなかった。旧道は海岸に面した
新道のレベルより低い。新道のレベルを最大水位として
測る。
両尾 (10):歩いている男性に訊く。道路の上まではきてい
ない。海側階段の手すりに枯れ草が付着している O これ
を最大水位とする O 漁師の話で自分の船は当時，豊岡に
入っていたので安全だ、ったが，この港においていたらや
られていたとの事。
北小浦(]1) :わかめ干し作業中の漁師に訊く。港北側にあ
る外海に突き出た防波堤の外側で道路に面して経つ堤防
を越流し道路に水が溢れた。道路がカーブして奥まって
いる所にある住宅に水が入った。堤防の高さを最大水位
とする O 防波堤が波を港に入れるのを防いだ代わりに，
その外側で高くなり堤防を越えて道路に入ったと理解さ
れる。
見立 (]2):外で作業中の主婦に訊く。朝から高かったが，
午後 l時頃の波が最も高く，道路まできた。斜面を駆け
上がる様に来た。全体が高い訳ではない。道路面の高さ
を最大水位とする。
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l因 調査地点と測定した最大水位。括弧内の番号は本文中の地
名と対応する O
鷲崎 (13):蛸かご修理中の漁師に訊く。港広場にあるデイ
サービス集会所は床上まで浸水した。然し，その北側奥
の港の部分はテトラと防波堤で守られた。防波堤は 5年
に l回の割合で壊されている O 入り口付近の外海に面す
る防波堤はちぎれて，傾いたり，沈んだりしている O 港
広場の奥で草にぶら下がっている合成繊維の紐のレベル
を最大水位とする O
北田の浦 (14):防波堤なしで海に続く墓地で，丸い輪のロ
ープに注目し，これが波で運ばれたとして，その水位を
最大水位とする O
千本駐車場 (15):上から 4段目にゴミの列あり O これを最
大水位とする O
高千 (16):保育園の塀が倒れたので工事作業中の男性に訊
く。隣の民宿に水が入った。その民宿の外階段の手すり
に付着する枯れ草のレベルを最大水位とする O ここは高
千漁港の南側防波堤の外側付け根にあたる O 防波堤の外
側で水位が高くなった例である。
戸中 (17):船から降りてきた漁師に訊く。港は西に向いて
いるので大丈夫だった。北側の平根崎に上がった波は滝
の様になって橋を流れてきた。橋は平根崎の頂上と戸中
の集落をつないで、いる O 平根崎の突端で頂上までの高さ
を測り，これを最大水位とする O
測定した最大水位を分布図にしたのが l図である。
考察
入善町芦崎は黒部川河口の右岸の高台に位置し，宅地は海
とは海岸に平行に走る道路を隔てて反対側にある。ここでは
道路と海を隔てる道路からの高さ¥.1mの防潮堤を越えた高
波が宅地を浸水させた。海底地形図をみると黒部川の運んだ
土砂が堆積した結果と見られる浅瀬が河口右岸から斜め前方
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に伸びているのがわかる O 芦崎の浸水域は 100m水深のコン
ターでみると海に突き出た地形の西の付け根の部分にあたる
(2図 a)o長波が浅瀬を感じて屈折し収束したとするとこの
地域の局地的な増加が説明される O
佐渡市大川の場合は東隣の集落である水津，西隣の羽二生，
さらに隣の両尾と最大水位を比べると，極端に高い事がわか
る。大川は地形的には両津湾の湾口の南の突出部分の姫崎か
ら1.3km両津よりの地点で， 100m水深線が姫崎沖で突出す
る所から約4km奥にある (2図 b)o ここでも半島とそれを
取り巻く浅瀬の張り出しが屈折による波の収束を引き起した
と見られる O
もう一点考慮しなければならないのは，佐渡市平根崎の
22mという高水位である O 凹穴で知られる様にこの海岸斜
面は岩石で出来ており，傾斜角が30度位ある急斜面で海に
面している。また岬構造なので海に突き出ている (2図c)。
このため収束して海岸に到達した波は斜面に沿って遡上し，
このような高水位に達したと考えられる。 22mの高さに Om
から上がるにはエネルギ一保存則からして初速度で21m/s
以上の水平流が必要な事がわかる O
この高水位の 3点に共通することは平面図または水深図で
突出地形であって，その突出部の付け根にあたる事である O
これは長波が突出した浅瀬で屈折する事で波の 2次元的な収
束がおこり，増幅されたことで説明出来る O 水位の増加が局
地的であることから見ると長波ではあるが波長はそれほど長
くないと考えられる。
見立での聞き取りによると最大水位の到達時刻は午後 l時
で近くの佐渡検潮所で最大水位になる午前7時とはかなりの
聞きがある。これは佐渡の北端で東側海岸にトラップされた
波が小さな速度で南に伝播した事を示唆するものである O 引
用した主婦の話で古老の教えとして鷲崎方向に白波が見える
と見立に高い波が来るというが今回も白い波が見えた。波の
速度の値がわからないと検潮記録と比べられないが，風とは
直接つながらない境界波の存在が考えられる O
防波堤が入射波を反射させて外側の水位を上げたため，堤
防を越える高波を引き起こしたと見られるケースが北小浦と
高千で確認された防波堤と最大水位の観測された場所の位
置関係を 3図に示す。両者に共通するのは海岸に斜交して伸
びる堤防があってその海岸との交点付近で越波した事である O
また外海の波から港を守る様に建設された防波堤が，水津と
鷲崎で大規模に壊された。前者は防波堤が港に入る波を跳ね
返したが，その外側で越波して好ましくない結果を及ぼした
ケースであり，後者は防波堤が波に対して跳ね返せるだけの
強度を持ち得なかった結果である。後者から波の衝撃力の強
さが想像出来る O
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19 
20 日本商科大学紀要 第 38巻ー
(14) 4.8m 
L一一一一」一一一一一」。 O.5km 
(3・a)
L一一一一」一一一一一」。 O.5km 
(16) 6.8m 
(3・b)
3図 防波堤の外側で高水位となった例。
第3田高波発生メカニズム共有に関するワーキング戸グルー
プ(気象庁， 2008) はその資料でこの波をうねりとして「高
波のソースは北海道西方海上で発生した風浪で，これがうね
りとして日本海を南方に伝播した。日本海中部では北西の風
が卓越し，この風浪が重なり，北から伝播したうねりと重な
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4図 佐渡市大川周辺の最大水位の津波の場合との比較。
って高波となった」と説明している。一方，この小論では最
大水位の分布からみて海底地形に対応する波の収束があった
として，早い段階で長波の性質を持っていたとした。海岸に
近づいて水深 100mの段階ですでに長波であったとすると，
波長は 2000mを越している必要があるするとこのときの
波の周期は 63sである O うねりとしてはかなり長い周期の波
になっていることになる O どんな周期のうねりでも海岸に到
達する段階では長波になっている訳で，どの段階で長波にな
ったかが重要である。
又第 l回高波発生メカニズム共有に関するワーキング、グル
ープ(気象庁， 2008) は2月24日3時現在で 7mを越す高
波高域が佐渡島から渡島半島西部までに広がっている事を示
している。また 2月25日新潟日報夕刊は片野尾で被災した
人の談話として「午前3時半ころ高波の侵入を受けた」と伝
えている O 片野尾は 3時現在でその高波高域の南の端に対応
している事から見て，この時刻で最も高い波が発生したとし
てもおかしくない。入善町を襲った波が同じ頃波源を出発し
たかとなるとそれを確かめるための適当なデータがない。
佐渡市大川周辺での岬の突出と最大水位の関係を津波の場
合と比較したのが4図である O 図中の 1993年津波は 7月 12
日の北海道南西沖地震津波であり， 1983年津波は 5月26日
の日本海中部地震津波である。最大水位のデータは前者は阿
部他 (1994)，後者は早川(J984) によった。地図中の括弧
内の番号は今回の調査地点の番号である。これをみると両津
波とも値そのものが小さし変化も大きくない。これに対し
て今回の高波は値が大きい上に変化も大きい。大川の水位が
突出している事から，岬の浅瀬が突出している影響が明らか
である。半島を挟んで西側で東側より高くなっている事から，
波源が半島の先端に対して西に偏っていた事を示す。今回の
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高波で津波より地域差が大きく出たのは波長が津波に比べて
短い事を示す。
まとめ
2008年2月24日に発生した高波の調査を富山県入善町と
その周辺，新潟県佐渡市で行った。聞き取りによって浸水居
住域の水位を測定した。その結果として高水位が海岸から海
に突出する地形に多い事を示した。また防波堤が大規模に破
壊された事や反射して外側の海岸を浸水させたことから，防
波堤に打ち寄せる波のエネルギーが大きかった事を示した。
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